
別添１

令和2年1月6日

協議会名： 氷見市地域公共交通会議

評価対象事業名： 地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金

①補助対象事業者等 ②事業概要
③前回（又は類似事業）の
事業評価結果の反映状況

⑥事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

加越能バス株式会社

運行系統名：
ひみ番屋街経由氷見市民病院

運行区間：
ＪＲ氷見駅～ひみ番屋街～氷
見市民病院

１　市広報紙、ホームページ、
観光案内等にバス情報を掲載
し、周知した。
２　現状分析と計画策定の基礎
データとして乗降調査を実施し
た。
３　通勤・通学利用を取り込む
ため、JR氷見線・地域間幹線
系統との接続性を向上させる
ダイヤ改正を行った。
４　利用促進のため、氷見線・
フィーダー系統の時刻表等を掲
載した「ひみまちなかバスマッ
プ」を作成し、市内各所のほか
バス車内にも配架した。

A
事業が計画に位置付けら
れたとおり、適切に実施さ
れた

A

１　目標
・1便あたりの利用者数目標値
　平日3.9人、土日祝日9.1人
・系統別の年間利用者数
　1,600人
２　効果達成状況
・1便あたりの利用者数目標値
　平日4.6人、土日祝日9.3人
・系統別の年間利用者数
　3,269人
全て目標値を達成し、利用者
数は前年度比204%となった。ダ
イヤ改正後から利用者増となっ
たことから、接続性に配慮した
ダイヤが利用者増につながっ
たと考えられる。

１　次年度にバス位置情報等
が取得できる「とやまロケーショ
ンシステム」が運用開始となり、
バス利用の利便性が高まるた
め、市広報紙・ホームページ・
観光案内等でシステムを周知
する。

２　乗降調査を継続し、利用実
態を把握し、ダイヤ編成に活用
する。

３　JR氷見線・地域間幹線系統
との乗継利便性を確保・維持
し、乗継方法の周知を行う。

加越能バス株式会社

運行系統名：
ひみ番屋街

運行区間：
ＪＲ氷見駅～ひみ番屋街

１　市広報紙、ホームページ、
観光案内等にバス情報を掲載
し、周知した。
２　現状分析と計画策定の基礎
データとして乗降調査を実施し
た。
３　通勤・通学利用を取り込む
ため、JR氷見線・地域間幹線
系統との接続性を向上させる
ダイヤ改正を行った。
４　利用促進のため、氷見線・
フィーダー系統の時刻表等を掲
載した「ひみまちなかバスマッ
プ」を作成し、市内各所のほか
バス車内にも配架した。

A
事業が計画に位置付けら
れたとおり、適切に実施さ
れた

A

１　目標
・1便あたりの利用者数目標値
　平日3.9人、土日祝日9.1人
・系統別の年間利用者数
　6,800人
２　効果達成状況
・1便あたりの利用者数目標値
　平日4.6人、土日祝日9.3人
・系統別の年間利用者数
　8,000人
全て目標値を達成し、利用者
数は前年度比117%となった。ダ
イヤ改正後から利用者増となっ
たことから、接続性に配慮した
ダイヤが利用者増につながっ
たと考えられる。

１　次年度にバス位置情報等
が取得できる「とやまロケーショ
ンシステム」が運用開始となり、
バス利用の利便性が高まるた
め、市広報紙・ホームページ・
観光案内等でシステムを周知
する。

２　乗降調査を継続し、利用実
態を把握し、ダイヤ編成に活用
する。

３　JR氷見線・地域間幹線系統
との乗継利便性を確保・維持
し、乗継方法の周知を行う。

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（生活交通確保維持改善計画に基づく事業）

④事業実施の適切性 ⑤目標・効果達成状況
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加越能バス株式会社

運行系統名：
市街地循環左回り

運行区間：
氷見市民病院～ＪＲ氷見駅～
氷見市民病院

１　市広報紙、ホームページ、
観光案内等にバス情報を掲載
し、周知した。
２　現状分析と計画策定の基礎
データとして乗降調査を実施し
た。
３　通勤・通学利用を取り込む
ため、JR氷見線・地域間幹線
系統との接続性を向上させる
ダイヤ改正を行った。
４　利用促進のため、氷見線・
フィーダー系統の時刻表等を掲
載した「ひみまちなかバスマッ
プ」を作成し、市内各所のほか
バス車内にも配架した。

A
事業が計画に位置付けら
れたとおり、適切に実施さ
れた

B

１　目標
・1便あたりの利用者数目標値
　平日3.9人、土日祝日9.1人
・系統別の年間利用者数
　6,500人
２　効果達成状況
・1便あたりの利用者数目標値
　平日4.6人、土日祝日9.3人
・系統別の年間利用者数
　5,802人
年間利用者数目標値の不達理
由として、観光客の入込客数が
減っていないこと、早朝と午後
にダイヤを組んでいることか
ら、通学・通勤・買い物などの
生活利用が想定より伸びな
かったと考えられる。

１　次年度にバス位置情報等
が取得できる「とやまロケーショ
ンシステム」が運用開始となり、
バス利用の利便性が高まるた
め、市広報紙・ホームページ・
観光案内等でシステムを周知
する。

２　乗降調査を継続し、利用実
態を把握し、ダイヤ編成に活用
する。

３　JR氷見線・地域間幹線系統
との乗継利便性を確保・維持
し、乗継方法の周知を行う。

加越能バス株式会社

運行系統名：
市街地循環右回り

運行区間：
氷見市民病院～ＪＲ氷見駅～
氷見市民病院

１　市広報紙、ホームページ、
観光案内等にバス情報を掲載
し、周知した。
２　現状分析と計画策定の基礎
データとして乗降調査を実施し
た。
３　通勤・通学利用を取り込む
ため、JR氷見線・地域間幹線
系統との接続性を向上させる
ダイヤ改正を行った。
４　利用促進のため、氷見線・
フィーダー系統の時刻表等を掲
載した「ひみまちなかバスマッ
プ」を作成し、市内各所のほか
バス車内にも配架した。

A
事業が計画に位置付けら
れたとおり、適切に実施さ
れた

A

１　目標
・1便あたりの利用者数目標値
　平日3.9人、土日祝日9.1人
・系統別の年間利用者数
　5,100人
２　効果達成状況
・1便あたりの利用者数目標値
　平日4.6人、土日祝日9.3人
・系統別の年間利用者数
　5,363人
全て目標値を達成し、利用者
数は前年度比105%となった。ダ
イヤ改正後から利用者増となっ
たことから、接続性に配慮した
ダイヤが利用者増につながっ
たと考えられる。

１　次年度にバス位置情報等
が取得できる「とやまロケーショ
ンシステム」が運用開始となり、
バス利用の利便性が高まるた
め、市広報紙・ホームページ・
観光案内等でシステムを周知
する。

２　乗降調査を継続し、利用実
態を把握し、ダイヤ編成に活用
する。

３　JR氷見線・地域間幹線系統
との乗継利便性を確保・維持
し、乗継方法の周知を行う。


